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2. 方法 
1）データ収集方法 
データベースは医学中央雑誌 WEB 版 Version5 を
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表 1 文献一覧 














利用者 心不全 非構成面接 
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利用者・家族 精神疾患 半構成面接 
10 レビー小体型認知症療養者と家族の薬物療法に関するニーズ 利用者・家族 認知症 半構成面接 
11 仮設住宅生活者への看護支援と女性たちのエンパワーメント 利用者 高齢被災者 





















利用者 精神疾患 訪問看護記録 
17 終末期にある老年患者を看取るに至った家族の葛藤 遺族 がん終末期 非構成面接 
18 訪問看護師に対する遺族の怒り 遺族 グリーフケア 非構成面接 




遺族 がん終末期 非構成面接 
21 
遺族の語りにみる訪問看護師の意思決定支援   -終末期がん
療養者の介護プロセスにおけるケア内容との相互分析から- 








訪問看護師・研修生 地域・精神看護 半構成面接 
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カ ン フ ァ レ ン ス
記録 
31 在宅脳卒中障害者の機能回復意欲を促進する訪問看護 訪問看護師 脳卒中 半構成面接 










訪問看護師 看護実践 半構成面接 
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